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国立大学法人鳴門教育大学職員の業務上災害等に対する法定外補償規程

平成１６年 ４ 月 １ 日

規程第 ９１ 号

改正 平成１９年 ３ 月２３日 規程第 ４３ 号

（目的）

第１条 この規程は，国立大学法人鳴門教育大学（以下「大学」という ）に勤務する全。

ての職員 パートタイム職員 外国人客員研究員及び再任用された職員を含む 以下 職（ ， 。 「

員」という ）が業務上の災害又は通勤途上の災害を被った場合に，労働基準法（昭和。

２２年法律第４９号。以下「労基法」という ）による補償及び労働者災害補償保険法。

（昭和２２年法律第５０号。以下「労災保険法」という ）による補償又は保険給付の。

ほかに，大学が行う補償（以下「法定外補償」という ）について，必要な事項を定め。

ることを目的とする。

（定義）

第２条 この規程において業務上の災害及び通勤途上の災害（以下「業務上災害等」とい

う ）の定義は，次の各号のとおりとする。。

(1) 業務上の災害とは，職員が業務上負傷し，若しくは疾病にかかり，又は死亡したこ

とにより，労災保険法に規定する業務災害の認定を受けたものをいう。

(2) 通勤途上の災害とは，職員が通勤途上において負傷し，若しくは死亡し，又は通勤

による負傷に起因する疾病その他通勤に起因することの明らかな疾病にかかったこと

により，労災保険法に規定する通勤災害の認定を受けたものをいう。

（法定外補償）

第３条 法定外補償の種類は，次の各号に定めるとおりとする。

(1) 業務上災害等により障害（労災保険法第１５条及び同法第２２条の３に規定する障

害給付の対象となる障害をいう ）を有することとなった職員に対する障害特別援護。

金

(2) 業務上災害等により死亡した職員の遺族に対する遺族特別援護金

２ 前項に定める法定外補償の給付額は，別表に定めるとおりとする。

３ 前２項の法定外補償は，大学が加入する損害保険により給付を行うものとする。

（補償を受ける権利）

第４条 前条第１項第１号の補償は，職員に，前条第１項第２号の補償は，職員の遺族に

対して行う。

２ 前項の遺族の範囲及び補償を受ける順位は，労災保険法の規定を準用する。

３ 補償を受ける権利は，職員の退職によって失われることはない。

４ 補償を受ける権利は，第三者に譲渡することはできない。

（解釈上の疑義の取扱い）

第５条 業務上外の認定等に疑義を生じたときは，労基法及び労災保険法の規定及びその

運用解釈に準拠する。
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附 則

この規程は，平成１６年４月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成１９年４月１日から施行する。

別表

業務上災害 万円 通勤災害（万円）（ ）

死亡 １８６０ １２００

後遺障害１級 １５４０ ９７５

後遺障害２級 １５００ ９４０

後遺障害３級 １４６０ ９０５

後遺障害４級 ８７５ ５５０

後遺障害５級 ７４５ ４７０

後遺障害６級 ６１５ ３９０

後遺障害７級 ４８５ ３１０

後遺障害８級 ３２０ １９５

後遺障害９級 ２５０ １５５

後遺障害１０級 １９５ １２０

後遺障害１１級 １４５ ９０

後遺障害１２級 １０５ ６５

後遺障害１３級 ７５ ４５

後遺障害１４級 ４５ ３０


